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Japan Committee for Global Classrooms 

STUDY PLAN 1 模擬国連とは・会議の流れ 

 

≪模擬国連とは？≫ 

高校模擬国連の会議においては、各高校生の皆さんが２人で１組のペアになって、一カ

国の大使（政府の代表）として、国際会議をシミュレーションしてもらいます。各国の大

使になりきって、各国大使の目線から国際問題の議論を行います。 

つまり、高校生の皆さん“個人”の視点ではなく、担当国政府という“国”の視点から

議論を行うということです。時には、議題に関して自分自身の意見と、担当国の方針が異

なり、ジレンマに陥ることもあるでしょう。しかし、その視点の差を学ぶことこそ、模擬

国連の醍醐味の一つなのです。 

今回の議題は「武力紛争下の子ども～子供兵に関する問題～」なので、各国代表に扮す

る高校生のみなさんが会議場に集まり、国際社会はこの問題にどう取り組んでいくのか、

話し合っていただきます。 

 

会議においては、演説（スピーチ）を行ったり、決議案（会議の成果文書）の草案を作

ったり、他の国と議論・交渉を行い、各国の意見を調整していきます。最終的には決議案

の投票を行い、決議案が可決されれば、それが会議の成果文書である、「決議」（国際社会

の同意事項・これからの取り組みへの指針）となります。この「決議」をまとめるのが会

議の目的といっても過言ではないでしょう。 

 

 

≪会議の簡単な流れ≫ 

各国のスピーチを聞き、他の国の方針や政策を知る / 自分の国の主張を行う 

↓ 

政策の対立点や共通点を整理したり、また一緒に協力できそうな国と政策調整を行ったり、

対立している国と議論したりする。 

↓ 

会議の成果文書である「決議」の草案（決議案）をつくる 

↓ 

決議案にしたがって、各国で意見を調整する 

↓ 

決議案を投票にかけて、過半数の国が賛成すると「決議」となる 
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≪会議の議事進行と議論の仕方≫ 

※ 本年度の議事進行ルールは、ＮＹ大会で採用されているものを使用します。昨年度の全

日本大会のルールとは若干異なる点がありますので、ご了承ください。 

 

ロールコール/ Roll Call（出席確認） 

議長が各国の国名を読み上げ、出席国を確認します。 

↓ 

議題採択/ Setting the agenda 

今回の会議においては、議題は予め一つしか設定されていないので、この議題を話し合うことに反対の大

使がいないか確認するのみとなります。（ＮＹ大会では、議題が複数設定されているので、どの議題から話

し合うか投票が行われます） 

↓ 

討議開始！/ Debate 

どちらの討議形式をとるかは 

そのつど議場の大使が提案・ 

決定していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     ↓ 

討議の終了/Close of Debate 

全ての公式発言（スピーチ）が終ったら、自動的に投票行動に移ります。 

または、もう十分に討議を尽くしたと議場の大使が判断したら、討議を打ち切り、投票に入ります。 

↓ 

投票/Voting  

決議案へ投票を行います。各国は、決議案に対して、賛成（Yes）、反対（No）、棄権（Abstention）の票を

投じ、過半数の大使が決議案に賛成すると、その決議案は「決議」となります。 

↓ 

会議終了！ 

〔公式討議/ formal debate〕   

討議が始まったら、まず議長が公式発言（スピーチ）

を行いたい国を募集し、スピーチを行う国の順番の

リストを作ります。 

そのリストに従って、各国のスピーチを順番に行っ

ていきます。 

公式発言（スピーチ）の間は、各国大使は席につい

ていなければなりません。 

 

〔非公式討議/ informal debate〕   

非公式討議には２種類のスタイルがあります。 

①moderated caucus 

議長が各国大使を順番に指していくので、各国大使は自分の席で、簡潔に自国の

方針を述べていきます。 

②unmoderated caucus 

会議の休憩です。自由に席を立って交渉したい国のところへ行ったり、スピーチ

の準備をしたり、決議案を作成したり、各自が自由に時間を使えます。 
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≪会議の準備の流れ≫ 

これから会議までの期間の準備の簡単な流れを説明します 

 

リサーチ・・・議題そのもののリサーチ、担当国のリサーチ 

↓ 

↓ 

政策立案・・・会議において、どのような政策を主張すべきか、リサーチを元に考える 

↓ 

↓ 

↓ 

会議戦略・・・担当国の立てた政策をどう実行するか、会議行動の戦略を練る 

↓       スピーチ、決議案の構想など 

↓     

会議本番 

 

こののち、スタディプランでは、随時、リサーチの仕方、政策立案の方法、会議戦略、決

議案の作成の仕方、などを説明していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：会議監督 木村真紀葉 

ポジションペーパーの提出：ポジションペーパーとは、自国と議題の関連性や、自

国の状況、自国の政策などをまとめたものです。 


